



における博士課程後期 1 年次生の取組み報告 
 
    山田 直之 
     （広島大学大学院・D1） 
 
１．報告の手順と目的 





 両授業での取組みを反省的に報告することで、博士課程後期 2 年次、3 年次で取組むプ
ログラム内容と、両授業との関係がより明確になれば幸いである。 
 
















































































D 「道徳教育」シラバス作成   宇佐美寛「授業論」の今日的意義―「宇
佐美哲学」と大学講義批判を中心に  
E 「特別活動」指導法シラバ
ス作成 
「教育イデオロギー」をめぐる大学院
生のストラテジー 
F 「教育の理念、歴史と思想」
シラバス作成 
障害学生支援に関わる学生の「学び」
に関する考察：物語を用いた授業実践
を手がかりに 
G 「教育の理念、歴史と思想」
シラバス作成 
大学生の協同学習における教員の役割
―LTD 学習法理論を中心に 
H 「教育の理念、歴史と思想」
シラバス作成 
アカデミック・ライティング支援における
「添削」概念の批判的検討―広島大学ライ
ティング・センターの取組みから  
 
